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理念

よりよい医療を提供し、社会に貢献いたします。

品質⽅針

1. 患者さんの話に⽿を傾け、患者さんとコミュニケーションを図り、患者さんとともに歩む医療を⾏います。

2. 職員⼀⼈ひとりが、それぞれ医療⼈としての知識と技術を責任をもって発揮し、安全で質の⾼いチーム医療を⾏います。

3. 職員全員の⼒を合わせて、患者さんの健康回復、社会⽣活への復帰を⼿助けします。

4. 県内外の医療機関と連携し、最善の医療を提供します。

▶ P.16

▶ P.18

▶ P.20

▶ P.22

3⻲井病院　 病院案内

理事⻑あいさつ

私 病院 い医療 提供 社会 貢献い い

う理念 掲 現在約 1「0 職員 チ ム医療 通 安全性 効率性

追求 先進的 医療 提供 い

当院 特長 腎 泌尿器疾患 専門病院 「016 年以降年間 600

例 超え 手術 行っ い 点 厚生労働省 開 い 「016 年度

タ 当院 TUL 経尿道的尿路結石除去術 患者数 全国

15 位 中四国 1 位 習熟度 高さ 証明 い 経尿

道的レ 前立腺 除術 在院日数 短い病院 全国 1 位 っ

い 患者さ 時間 金 負担 健康保険 支出

少 く 社会的 効率的 医療 提供さ 方 医

療 実現 い わ

皆さ 希望 期待や懸念 応え 地域医療ネッ ワ

ク 一員 多く 信頼関係 築 職員一 精進 い

う く 願い申

理事⻑

⻲井 ⼀成

病院⻑あいさつ

亀井病院 徳島市 万町寺山 徳島県文化 森総合 園 西側 位置

緑 囲 清々 い環境 あ 4「 床 病院

診療 中心 以 通

◇腎 泌尿器疾患 診断 治療 手術 処置

◇慢性腎不全患者さ 透析療法

◇ 患者さ 緩和医療

安全 確実 医療 実践 励 先進的 診断 治療や手術 入

皆さ 健康回復 努 い 職員 自 仕事 責任 持

チ ム 互い 補い合い 仕事 組 い

安心 医療 い く 患者さ 声 掛

手 止 話 耳 傾 答え 職員 声掛 努

確認 い 不安 苦 い や嬉 い 欲 い

何 職員 話 く さい

治療 一環 日常生活へ 復帰意欲 支え リハビリ

ョン 清潔 入院環境 食欲 増 食事 提供 行っ い

病院職員 患者さ 安心 医療 健康 回復さ

支援 い

病院⻑

神⼭ 有史
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⻲井病院　 病院案内

前⽴腺肥⼤症に対するレーザー内視

鏡⼿術・間質性膀胱炎・上部尿路結

⽯の診断と治療に⼒を⼊れています

Urology
【泌尿器科】

4 5⻲井病院　 病院案内

前立腺肥大症 前立腺 肥大 尿道 圧迫

こ 排尿困難 頻尿 残尿感 引 起こ

ま ま 薬物治療 効果 得 い場

合や内服 中止 い場合 手術 適応

以前 経尿道的前立腺切除術 TUR-P 行っ

ま 2014 年 GreenLじgしt ザ 用

い 光選択的前⽴腺レーザー蒸散術（PVP） 導入

ま

PVP TUR-P 同等 有効性 得 ま TUR-P

う 前立腺 切除 く 前立腺 凝

固層 作 蒸散 出血 ほ あ

ま 心血管 脳血管 害 抗凝固剤 使

用さ い 場合 手術可能

出血 少 い 尿道カテ テ 留置 短期間

あ 抜去後早期 排尿状態 改善 見

け く術後 勃起 害 ほ あ ま

2019 年 12 ⽉末までに 172 件を施⾏しています。

前⽴腺肥⼤症

間質性膀胱炎

間質性膀胱炎 細菌感染 起こ 普通 膀胱炎 あ ま 症状 頻尿 尿意切迫

感 膀胱痛 あ ま 頻尿 尿意圧迫感 過活動膀胱 慢性膀胱炎 慢性前立腺炎 多く

他疾患 見 症状 あ 間質性膀胱炎 診断さ こ 疾患 治療 さ

い 方 少 くあ ま 畜尿時 悪化 排尿後 改善さ いう膀胱痛 間質性膀胱炎特

有 実 こ 自覚症状 あ 方

半数程度 間質性膀胱炎 膀胱容量 低下

い 1回尿量 200mせ 以下 強い尿意 感

場合 積極的 疑う必要 あ ま

治療 尿意 少 慢 排尿 膀胱

訓練 薬物療法 膀胱水圧拡張術 あ ま

膀胱水圧拡張術 麻酔下 膀胱 生理食塩水 注入

膀胱 拡張 方法 診断 有用 当院

積極的 こ 治療 行っ いま

光選択的前立腺レーザー蒸散術 PVP

前年度までの累計症例数 該当年の症例数

( 件 )

膀胱水圧拡張術

前年度までの累計症例数 該当年の症例数

( 件 )

44 52

24
76

36

112

29

141

31

18

14
32

17

49

16

65

11

76

5



6 ⻲井病院　 病院案内

部尿路結石 糖尿病 高血圧症 高脂血症

生活習慣病 関連 あ 食生活 原因 っ

い 大半 す 5mm 以 結石 自然 出

可能性 高い 排石 促す薬物治療 行います

そ 以 大 さ 結石や 腎盂腎炎や水腎症 合

併す 場合 3ヶ月 経過し 位置 変わ い

場合 重篤 感染症や腎機能障害 引 起

す可能性 あ 手術 適応 す

部尿路結石 一般的 手術 し 経尿道的尿

管砕⽯術（TUL）、経⽪的腎砕⽯術（PNL） 挙

ます

上部尿路結⽯

治療法 結石治療 ガ ン 基 患者

さ 相談 うえ 選択し います 当院では TUL

が最多で、2019 年は 164 件の⼿術を⾏っています。

手術時間 長く 敗血症 合併率

1時間以 及ぶ手術 複数回 分 安

全 第一 考え 手術 心掛 います ま 疼痛

強い場合 緊急手術 対応し います

TUL PNL
経尿道的尿管砕⽯術 経⽪的腎砕⽯術

尿道から細い内視鏡を⼊れ

直接確認しながらレーザー

で結⽯を破砕・摘出でき、

根治を目指すことができる

背中に⼩さな⽳をあけ、⽪

膚側から内視鏡を⼊れ腎臓

の結⽯を砕⽯して取り出す

腎杯結⽯

珊瑚状結⽯

腎盂結⽯

尿管結⽯

膀胱結⽯

尿道結⽯

7⻲井病院　 病院案内

当院 2012 年 4 月 軟性尿管鏡 用い 経尿

道的結石砕石術 f-TUL 導入し 2013 年以降

年間 100 件以 TUL 施行し います

2017 年 1月 最新 尿路結石治療レーザー

更新しまし

従来 砕石方法 Fちagmen下ing：結石 破

片 す 砕石方法 く ダステ ング

）u上下ing：結石 塵状 す 砕石方法 いう新し

い機能 搭載さ います

ダステ ング 大 特徴 し

「結⽯が跳ねないので砕⽯がしやすい」　「出⾎が少ないので視野が良好」

挙 ます っ 手術効率 く 手術回数 減少 期待 く

患者さんの⾝体的・時間的・経済的な負担の軽減 繋 います

尿路結⽯治療レーザーの導⼊

ダステ ング 砕石へ 変更後 従来 砕石方法 あ 2～ 3回 TUL 必要 あ 術前

予測し い 症例 1～ 2回 終え 期待通 効果 実感し います 無理

し 結果 手術回数 減少 あ ませ ダステ ング 患者さ へ メ ッ 非常 大

い 考え います 今後 安全第一 手術 行っ まい ます

従来の砕⽯イメージ

⼤きめの結⽯

　　⾶ばずに⼤きく割れる

⼩さめの結⽯

　　割れずに跳ねる

⇒

⇒

現在の砕⽯イメージ

⼤きめの結⽯

　　⾶ばずに⼩さく粉状に割れる

⼩さめの結⽯

　　結⽯が跳ねにくい

⇒

⇒

➡

※体外衝撃波砕⽯術(ESWL)につきまして、2020年3⽉末をもって当院での治療は終了することといたしました。

　ESWL治療をご希望の⽅には、実施病院をご紹介させていただきます。
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8 ⻲井病院　 病院案内

透析患者さんの負担を軽減するために

透析療法 必要 慢性腎不全 原因 多い順 糖尿

病性腎症 慢性糸球体腎炎 腎硬化症 。高血圧 週

症状 行 腎機能 正常 約15%未満 透析

療法 必要性 生 ま

透析 導入 日本透析医学会 血液透析導入 ガ

イ ライン 基 行 い ま

Dialysis
【透析科】

9⻲井病院　 病院案内

透析 体外 導 出 血液を透析器 通

浄化 「⾎液透析」 腹膜を介 浄化

「腹膜透析」 あ ま 病態や生活ス イル

応 選択 ま 約 30 万人い 日本 透析患

者 95% 以上 血液透析を選択 いま

血液透析を行う め 透析療法 必要

少 前 概 3～ 6ヶ月前 あ め⾎管

の⼿術（内シャント造設術）を行うこ 体調

悪化 前 予定 血液透析を開始 こ

大事 適切 時期 透析を開始 こ

体液バランスや貧血 改善さ 社会生活へ 帰

可能 ま

基本的 4時間透析を 3回行いま 透析

効率や体重 増加量 当 回数や

1回あ 時間 増減 あ ま

透析療法

内シャント造設術

血液透析 内シャント（動脈と静脈を吻合）を造設 発達 静脈 針を 2本刺 血液を取

体外 環させ イアライ ー 人工腎臓 血液を浄化させ 体内 返 ま

内 ャン 狭窄 。せまく 週 生 閉塞 。 ま 週こ あ ま 従来 内 ャ

ン 再造設 必要 当院  経⽪的シャント拡張術 いう血管内治療を行うこ

ャン 狭窄症 対処 け長く内 ャン 開存 う いま

⾎液透析

腹膜透析

患者さんのシャント ( ⾎管 )

から⾎液を取りだして透析

器へ通し、きれいにしてか

ら再び体内へ循環させる⽅

法です。

お腹の中に透析液を⼊れ、

⾃分の腹膜を利⽤して⾎液

をきれいにする⽅法です。

経⽪的シャント拡張術とは？

静脈

動脈

吻合

➡ は⾎液の流れ
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10 ⻲井病院　 病院案内

経⽪的シャント拡張術

経⽪的シャント拡張術 血液透析 行う

血管 あ 内 ャン 狭窄部 拡張 手術

内 ャン バ ン テ テ 挿入し 閉

塞 狭窄し 箇所 バ ン 拡張さ バ ン

圧力 内側 血管 広

内 ャン 狭窄 十分 血流

透析効率 落 さ 狭窄 放置し

完全 閉塞 危険 あ 内 ャン 作 直さ

い場合 あ 長期間使用

狭窄や閉塞 早期発見 治療 大事

経⽪的シャント拡張術 短時間 手術

内 ャン 作 直し 比 身体的負担 少

2009 年以降 年間 100 例 超え 経⽪的シャント

拡張術 行っ い

H）F 療法 従来 血液透析療法 ろ過 加え

治療法 置換液 補液し 治療

効率的 老廃物除去 体 負担 少

H）F 療法 オフライン HDF 療法 

オンライン HDF 療法 あ

オンライン HDF 療法 一括し 透析液 管理

水質 管理 重要 当院

透析液⽔質管理を厳密に⾏い 透析液 浄化 努

患者さ 安心し ン イン

H）F 療法 い

HDF 療法（⾎液透析ろ過）

オフライン HDF 療法  …
ろ過するための補液量に限りがあるため取り除ける⽼廃物が 

オンライン HDF より少ない

オンライン HDF 療法  …
ろ過するための補液量がオフライン HDF より多いので、

⽼廃物をたくさん取り除くことができる

⽔質管理を⾏っている様⼦

11⻲井病院　 病院案内

H）F 療法 血液透析 過 効果 し

HDF 療法（⾎液透析ろ過）の効果

HD（⾎液透析）で除去が困難な毒素が原因の関節痛、

⽪膚のかゆみ、イライラ感、腎性貧⾎などの改善

⽣命予後マーカーである⾎清β2 ミクログロブリンや⾎清リンの低下

炎症性サイトカインである IL-6 の低下

あ う 効果 結果 H）F 療法 特 ン イン H）F 療法 透析患者さ

生命予後 改善 言わ い

●

●

●

長時間透析 透析時間 延 多 老廃物 除去 ゆっ

除水 心臓 負担 軽減 さ 尿毒素 除い 動脈硬化 進行

遅 可能

⻑時間透析

⻑時間透析は、⻑⽣きできる●

日本 透析患者さ 10年生 率 40% ～ 50%

し し 長時間透析 80% いう数 出し い 施設 あ

⻑時間透析では、ほとんど家族と同じ⾷事●

透析量 多 多 尿毒素 除去さ 自由 食事 ウ 少し制限

必要 う 透析時間 長い 水分 ゆっ 除去 透

析中 血圧 安定し

⻑時間透析は、薬を減らせる●

長時間透析 ン 減 薬 便秘 改善 薬 高血圧 薬 胃薬 ウ 下 薬

服用量 減 可能

⻑時間透析は、関節の痛みを和らげる●

ア ロイ いう 質 関節痛 引 起 し ア ロイ 性能 良い

ダイア イ 使っ ン イン H）F 血液透析 過 時間 い 十分 除

去 長時間透析 ア ロイ しっ 除去し 関節や骨 着 防

関節 痛 やわ

経皮的シャント拡張術( 件 )

110
111

124
149

855 965 1076 1200

前年度までの累計症例数 該当年の症例数

148

1349



12 ⻲井病院　 病院案内

⼀般病棟での⼗分な緩和医療が提供

できるようチーム医療体制の充実に

努めています

Palliative
care
【緩和医療科】

13⻲井病院　 病院案内

世界保健機関 WHO 緩和医療 定義 生命 脅 す疾患 問題 直面し い 患者

家族 対し 痛 や 他 身体的問題 心理社会的問題 スピ チュア 問題 早期

発見し 的確 評価 対処 。治療・処置 ) 行う っ 苦し 予防し和 生活 質

。QOL) 改善す 医療 い す

緩和医療 進行し 患者 対す ケア 誤解し 緩和医療 受 時期 い

思い込 し う患者 や 家族 少 くあ せ し し 緩和医療は、がんが進⾏してから

だけではなく、がんと診断された時から必要に応じて⾏われるもの す

最近 治療 抗 剤や 子標的治療薬 免疫療法 放射線治療 併用 飛躍的

患者 生存期間 延長 う っ い す 緩和医療 す

いう線引 難しく 早期 緩和医療 介入 必要 っ い す

緩和医療の定義とは

体の痛みを取るためには

伴う体 痛 ほ 鎮痛薬 適

使う 抑え す

痛 和 必要 量 痛 原因や

強 鎮痛薬 対す 反応 個人差 っ 異

す 患者 っ

十 痛 止 量 患者

鎮痛薬 効果 尋 痛 生活へ 影響

く 量 調節し い す

モ ヒネ 医療用麻薬 対し 中毒 命

縮 最後 手段 いっ 誤ったイメージ 持

い あ し せ し し 世

界 「0 年以上 経験 がんの痛みの治療

には、モルヒネなどの医療⽤⿇薬による鎮痛治療が

効果的 あ 誤解 い う 副作用 医

師 指示 使用し い 限 認 い

明 っ い す

16

がん病変の治療

痛みの治療と

緩和医療

①これまでの考え⽅

診断時 死亡

がん病変の治療 痛みの治療

と緩和医療

②WHOの推奨する考え⽅

診断時 死亡



14 ⻲井病院　 病院案内

伴う苦痛 体 痛 け く精神 生

がんに伴う苦痛とは

そ 痛 や食欲低下 息苦

寝 手術や抗 剤治療 け

身体 機能 落 損 わ あ

う 状況 欠 い 「がんリハビリテーショ

ン」 当院 積極的 ハビ 行 い

く 積極的 治療 け く 時期 「緩和的リハ

ビリテーション」 行わ 進行 体力 低下

日常生活動作 A）L 少 障害 出 く 場合 患者

多く 最後 自分 動い 食べ 排泄

話

緩和的 ハビ 目的 余 長 関わ 患者 そ

家族 要望 十分 把握 うえ 患者 残 い 能

力 う く生 そ 時期 い 限 可能 最高

A）L 実現 あ 患者 最後 自

分 保 ハビ 役割 あ 考え い

がんに伴う苦痛を取るために

【がんリハビリテーションの様⼦】

理学療法⼠ 2 名・作業療法⼠ 2 名

が携わっています。

う 心 体 痛 緩和医療 除く

食事や睡眠 う 意欲 湧

治療 組 力 繋 そ そ サポ

当院 タッフ 役割

◇ ⾝体的苦痛 … 痛み、息苦しさ、だるさ、吐き気など

◇ 精神的苦痛 … 不安、うつ状態、恐れ、苛⽴ち、孤独感、怒りなど

◇ 社会的苦痛 … 仕事上の問題、経済的な問題、家庭内の問題など

◇ スピリチュアルな苦痛 … 今まで悪いことをしたからこのような病気になってしまった

　　　　　　　　　　　　   のではないかという罪の意識、死への恐怖、⼈⽣の意味など

15⻲井病院　 病院案内

当院 一般病棟 十分 緩和医療 提供 う チ 医療体制 充実

2012 年 緩和ケアチーム (PCT) 設け 緩和医療 質 評価 行い 改善 努 い チ

担当医や看護師 加え 薬剤師 管理栄養士 ハビ 専門職 多種職 ィカ タッフ 構

成 患者 やそ 家族 ニ 応え い

小児 除く 患者 対応  地域連携室 (☞ 詳しくは P.20 へ ) 通

気軽 相談く い

チーム医療で⽀えています

2018 年 診療報酬改定 緩和医療診療加算

見直 末期心不全患者 対象 追加

末期心不全患者 多く 吸困難 倦怠感 疼

痛 身体的苦痛 加え 精神心理的苦痛や社

会的苦痛 い 問題 抱え 患者 同

様 緩和医療 ニ 非常 高い 思わ

緩和医療の対象患者は、がんに限定されるものではありません。今後 慢性心不全 け く 慢

性閉塞性肺疾患 末期腎疾患 神経難病疾患 認知症 非 患者 適応 広 いく

望

当院 い 緩和医療 け く 非 患者 緩和医療 注力 い医療

提供 い い 考え い

非がん患者さんに対する緩和医療

緩和ケアチームの回診



16 ⻲井病院　 病院案内

緩和ケアチーム (PCT)

患者さ 病室 訪問 コ ュニ ョン 図 現在

状態 確認 い

ン PCT チ 全員 治療 方向性 共 各専

門職 様々 視点 個別性 あ 医療 看護 提供 い

チーム 

院内 各部署 ICT ラ ン や ICT カンファ ンス 行い 院内感染

対策 言 提案 行 い た感染対策勉強会 開催や ンフ

ン 流行期 予防接種 呼 や ス 提供 感染情報 共 感染

拡大 防止 取 組 い

感染制御チーム (ICT)

抗菌薬適正使⽤⽀援チーム (AST)

感染症治療 い 適 抗菌薬 使用 最大限 治療効果 引 出

共 耐性菌 増やさ いこ 目指 い

た 投与期間 投与量 薬剤 選択 使用状況把握 た 各種ラ ン

やカンファ ンス 積極的 参加 い

栄養サポートチーム (NST)

毎週 2回 病棟回診 患者さ 好 や食事量 聞 ソ

フ 食やあ ろ ニュ 患者さ 合わせた提案 い

た NST カンファ ンス 一人 栄養状態 評価 最

良 栄養療法 検討 病状改善 い

当院 日本静脈経腸栄養学会 NST 稼働施設

PUT ラ ン 患者さ 状態や創部 チ ッ 情報共

行 い 病棟 PUT ンバ 中心 ン

行い 皮膚 状態や日常生活動作 。ADL) い 話 合 い

褥瘡 危険性 高い患者さ 対 体位交換 徹底 皮膚

清潔 保湿 注意 褥瘡予防 取 組 い

褥瘡対策チーム (PUT)

医療

抗菌薬適正使⽤⽀援チーム (AST)

17⻲井病院　 病院案内

医療安全対策チーム

医療安全対策チ 各部署 担当者 集 医療安全 関

活動 行 い

2回 院内ラ ン 危険箇所 抽出 改善 ン

ン ン 析 行い 再発防止 い

活動 通 医療安全風土 醸成 目指 い



18 ⻲井病院　 病院案内

ハビ テ ション部 理学療法士 作業療法士 患者

自立 向 身体機能 改善や 日常生活動作 再獲得 目的

 疾患別 ハビ テ ション 入院早期 行 いま

【リハビリテーション】

Re l t t

希望の実現に向けて　〜リハビリテーションの進め⽅〜

ま 患者 挨拶 担当 ふまえ自己紹 ま 現在 身体 動 や症状

心身 状態 い 教え いま 退院 目的 い 場合 自宅 様子や 家族

伺い 場合 あ ま

患者 希望 叶え 「今、何に困っているか」「今後についてどう思われているのか」「今の

状態で⾃宅に帰った時に困ることは何か」 話 合いま そ うえ 困難 い 要因 く

何 必要 方法 進 いく 一緒 考え 少 頑張 実現可能 ゴ

作 ま 1 ク そ 繰 返 いく

事 本来 希望 実現へ繋 ま

リハビリテーションは、⼀⽅的なものではありません。

　患者さんと⼀緒に進めるものです。

ハビ スタッフ いく 頑張 本人 頑張

いま ご本⼈が納得し、達成感を得、意

欲的に取り組めるように最⼤限のお⼿伝いをすること 

私 仕事

19⻲井病院　 病院案内

⼊院から退院までのリハビリの流れ

当院 ⼊院後早期より ハビ テ ション 行 いま 医師 指示 患者 く い

動 確認 患者 や 家族 希望 合わ ハビ 計画 立 ま 必要 応 外出 外

泊 行い そ 際 不便 や 改善 退院 備えま

ま 退院前指 転倒予防や退院後 過 方 い 話 合い 後 生活 良い

いく 患者 一緒 取 組 い ま

患者さん⼀⼈ひとりに合わせたリハビリを

ハビ 聞く 運動 考え 方 多い う 体調 思わ く い状態 運動 無理

思わ ま 体力低 予防 運動 行 日常生活動作 獲得 練習 行い

ま 積極的 運動 ハビ あ ま 症状や経過に応じて、浮腫（⾝体のむくみ）をと

るリンパマッサージを⾏ったり、痛みの緩和目的のリラクゼーション、楽な姿勢の取り⽅を獲得する練習

行 いま

ま 希望があれば透析中のリハビリも⾏っており 様々 職種 スタッフ 連携 情報交換やカンフ

ンス 重 患者 一人ひ 合 生活 質 QOL 向 努 いま

リンパマッサージ 透析中のリハビリ 院外を散歩中



20 ⻲井病院　 病院案内

【地域連携室】

患者 や 家族 心配 や困 い 不安 耳 傾け

共 い解決法 見 け 少し 心配や不安 少 く 手伝い し いま

地域医療機関との連絡調整

医療機関 紹 患者 転入相談や

医療機関へ 紹 患者 情報提供 行 いま

⼊院患者さんの⼊退院調整・相談

医療 護福祉施設 紹 や

在宅復帰 向け 護相談 行 いま

地域の施設訪問

地域 医療 護福祉施設やケアマネ ジャ 連携

深 院後 患者 や 家族 安心し 療養生活

う努 いま

患者相談窓⼝

疾病 治療 関 医学的 質問や 入院生活 後

日常生活 不安 相談 受けしま

Regi al C erati

21⻲井病院　 病院案内

地域連携室　芳村の⼀⽇

患者さんの⼊院⽣活や退院後（⾃宅療養、転院など）の⽣活サポートに

活かすため、⼊院患者さんのもとを訪ね、⾷事やテレビ、⽇常のいろい

ろな話から⾝体の状態、困っていることなどを聞かせてもらっています。

よしむら

出勤

電⼦カルテで、全ての⼊

院患者さんの前⽇⼣⽅〜

朝までの状態をチェック

します。

昼食・休憩

院内の職員⾷堂で、午後からの仕事に備えてたく

さん⾷べます。好き嫌いはありません。

退院に向けての相談の時には施設紹介や在宅サー

ビスの説明など、不安解消のためゆっくりと時間

をとってお話させてもらいます。

回診

⼊院患者さんのお部屋へ

伺います。病状のことだ

けでなく、趣味や好きな

⾷べ物の話などいろいろ

な話をしています。

病院見学の案内

病院⾒学を希望される⽅

のご案内をしています。

透析室や病棟など院内を

⼀緒に⾒て回り、ご説明

させていただきます。

面談

連携先の病院や介護施設を実際に訪問・⾒学し、

患者さんに紹介しています。

連携先への訪問

退院前カンファレンス

在宅へ退院される患者

さんが不安なく過ごせ

るように、患者さんや

ご家族、担当のケアマ

ネージャーさん、利⽤

する在宅サービスの関

係者の⽅と⼀緒にカンファレンスを⾏います。

退勤

患者さんとの出来事や話

をしたことを思い出しな

がら業務⽇報を作成し、

上司に報告・相談し帰宅

します。

これから⼊院を考えている患者さんやご家族に

⻲井病院を知っていただくための病院⾒学 や

家族の介護疲れを軽減するためのレスパイト⼊院

受け入 し ま

希望 場合 事前 相談く い

受付時間

⽉曜⽇〜⾦曜⽇
         ( 祝・祭⽇除く ) 

 9:00 〜 17:00

連絡先

☎ 088-668-1177  FAX 088-668-1122

徳島市⼋万町寺⼭ 231

⻲井病院　地域連携室　芳村まで



22 ⻲井病院　 病院案内

【放射線科】

私たち 仕事 正確 診断 繋 画像 提供 す

患者さ 安全 安心し 検査 受け う

放射線・放射線機器・画像情報 管理 徹底し います

すべての CT 検査画像を専門の放射線科読影医が読影

CT 等 撮影さ た画像情報 全 ル化し医療用画像情報 ム 。PACS) 保存さ 電子 ル

連動す こ 効率的・高 画像 表示可能 す

当院 2004 年以降 すべての CT 検査画像を専門の放射線科読影医が読影し います 放射線科読影

医 ンライン 接続す こ 高度 読影診断 迅 行い 当院医師 ル ェック 信頼性

高い画像診断 実施し います

Radiology

23⻲井病院　 病院案内

治療前

治療後

結⽯カラーマッピング

当院 ッ ち 専門知識 い患者さ 含 「誰が⾒てもわかる画像」 目指し

CT カラーマッピング 3D 処理 結石治療 全症例 作成し います

尿路結⽯のみを⾚⾊に表⽰しているため 誰 一目 結石 見分け こ ます

結⽯治療の経過をよりわかりやすく

　複数回 分けた治療 CT カラーマッピング 3D 処理 経過 わ やすく ます

治療経過 確認 手術前・手術中・術後評価 当院 く い画像 し 活用さ います

腹部単純写真 CT　カラーマッピング画像

専門知識がなければ結⽯の

　 位置がわかりづらい

 結⽯のみを⾚⾊に表⽰しているので専門

知識がなくても結⽯の位置がわかりやすい



24 ⻲井病院　 病院案内

【⼈材育成】

職員 自信 誇 養う 教育研修 研究支援 積極的 行っ いま

専用 研修棟 日 院内感染防 対策 心肺蘇生訓練 接遇研修 勉強会 開催 共

新 い知識 技術 習得 支援 いま

新⼊職員研修

医療機器や感染対策 接遇 カ タッフ

必要 知識 技術 っ 学 ま

⼼肺蘇⽣講習

患者 急変時 誰 対応 う 様々

シチュエ ション 想定 毎月開催 いま

院内発表会

業務 組 成果や新入職員育成 目的

年 2回 院内発表 行っ いま

腎・泌尿器疾患勉強会

当院 行っ い 専門医療 地域 医療機関 皆 ま

知っ い 目的 毎年開催 いま

H a   

25⻲井病院　 病院案内

【施設案内】

i a i

総合受付

玄関 入っ 右側 あ ま

患者 付や保険証 確認

会計業務 行っ いま

透析室

透析 ッ 数 35 台 ビ

備え付 無料 てじ-さじ

使いい ま

放射線室

CT や一般撮影 エコ 検査

行っ いま

　　　　　☞  詳しくは　P.22 へ

外来受付

診察前 検査案内 電子

カ 入力 内容 や

確認 確 処理

行いま

リハビリテーション室

患者 合わせ

様々 ハビ っ いま

 ☞ 詳しくは　P.18 へ

⼿術室

高い習熟度 低侵襲 手術機器

導入 精密空調機器 あ HEPA

フ タ 使用 清潔 空間

手術 い ま

スタッフステーション

入退院 事務手続 や病棟施設

案内 入院患者 へ 対応

行っ いま

病室

4 床室 6 室 個室 18 室あ

ま 特別室 や浴室

完備 いま

　　　　  ☞  詳しくは　P.26 へ

デイルーム

眉山 一望 見舞い 来

家族や 知 合い 方 ゆっ

面会

1

F

2

F

3

F



26 ⻲井病院　 病院案内

318 号室 ( 個室 ) 308 号室・310 号室 ( 個室 )

311 〜 317 号室 /320 〜 330 号室 ( 個室 ) 4 床室 ( ⼤部屋 )

( 税別 )

病室について

■ 個室 利用 希望 方 入院時 相談く い

 個室 入室 場合 入院費 ほ 差額室料 必要 。 健康保険 給付 せ )

■ 入院 患者状況 希望 添え い場合 了承く い

■ 利用料 い 入院日数 午前 0時 境 暦日 算定 健康保険 準拠 い

個室利⽤料

【⼊院】

入院 決 担当スタッフ 説明

保険証 医療受給者証 。 重度 害者医療 害者手帳 ) 再度確認 せ い く場合

紹介状 紹介 画像 （）-ぁ や ント ンフィ 等 場合 受付 提出く い

H i aliza i

27⻲井病院　 病院案内

06:00 08:00 12:00 18:00 22:00

※  午後 10 時から午前 6 時の間は、⼊院患者さんの就寝時間帯です。

　  静粛を保つため、ご家族の皆さんの協⼒もお願いします。

■ 入浴 症状 医師 許可 必要

 希望 方 病棟看護師 相談く い

■ 入浴 曜日 時間 患者 状況

 随時変動 場合 い 病棟事務員 病棟

 看護師 確認く い

■ 浴室 入院患者 専用 患者 以

   入浴 せ 了承く い

⼊院中の⽇課

お⾷事

⼊浴

食事 い 退院 多く 患者

ント い

け 心 食材 い 治療食 味わい

い く楽 い食事 う 心 け 調理 い

食事 温冷配膳車 い料理 く

冷 い料理 ひ や 状態 配膳 い

そう 感 い そう食べ く う 盛 け

留意 い

治療 食事 医師 患者 病態 合わせ 指示

出 そ 基 管理栄養士 病状 合わせ 食種 糖尿

病食 腎臓病食 や形態 ソフト食 献立 作成

い 調理 べ 院内 行 い

正月やひ 祭 七 行事 日 そ

献立 提供 い 更 毎月一度 制限

季節 食事 楽 感 い け 膳

実施 い

お楽しみ膳

ソフト⾷　鰻の棒寿司
18,000 円 / ⽇318 号室

308 号室

310 号室

311 号室

312 号室

313 号室

315 号室

316 号室

317 号室

320 号室

321 号室

322 号室

323 号室

325 号室

326 号室

327 号室

328 号室

330 号室

8,000 円 / ⽇

8,000 円 / ⽇

5,000 円 / ⽇

5,000 円 / ⽇

5,000 円 / ⽇

5,000 円 / ⽇

5,000 円 / ⽇

5,000 円 / ⽇

5,000 円 / ⽇

5,000 円 / ⽇

5,000 円 / ⽇

5,000 円 / ⽇

5,000 円 / ⽇

5,000 円 / ⽇

5,000 円 / ⽇

5,000 円 / ⽇

5,000 円 / ⽇
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交通のご案内

(2020.04.01 現在 )外来診療のご案内

国道 438 号線沿い ⽂化の森総合公園の⻄側となり

P ⼤型駐⾞場あり

⾞でのアクセス

徳島バス　　佐那河内線

徳島市バス　⼀宮線 

すべて【⻲井病院前】下⾞

上下線合わせて 1 ⽇ 53 便 ( 平⽇ )

バスでのアクセス

〒 770-8070　☎ 088-668-1177　

徳島市⼋万町寺⼭ 231

南環状線

⼆軒屋

法花　　　　　 ⼩松島

国
道
55
号

JR
牟
岐
線

⽂化の森

⼤道　富⽥橋　 県庁

名東

南⼆軒屋

国道 438 号

（旧 ⻲井病院）

城南

⾼校

神⼭･佐那河内

園瀬橋

⼤野交差点
⻲井病院 ⽂化の森

総合公園

しらさぎ台  ⽅⾯

月 火 水 木 金 土

濱 濱 清水 濱 濱 中逵
当直医

濱 清水 濱

 - -

 - 藤野 藤野 - 藤野 中井 藤野
第 ・

 - 藤野 - - - - -

麻 酔 科  - 神山 神山 - 神山 神山 -

 - 上田 - - 清水 - -

 - 上田 - - 清水 - -

 - - - - 濱 - -

 - - 濱 - - - -

循環器内科  - - - - 高橋 - -

整 形 外 科  - - - - - - 成瀬
第 ・

 - 

透析科

総 合 科

腎 臓 内 科

緩和医療科

-

中逵 村上 村上 濱 村上 津田 楠原

榊 中逵 - 榊 榊 -

 - 村上 -

 - 

泌  器 科

検査 手術
濱

検査 手術

中逵
検査 手術

大豆本

 - 

検査 手術 検査 手術

上田
濱 中逵

上田
濱

上田
当直医

-

松浦

松浦
当直医

濱
当直医

津田 楠原
大豆本

28 ⻲井病院　 病院案内

成瀬 章 NARUSE  Akira
非常勤医師　徳島⼤学 （Ｓ48）卒 

徳島⾚⼗字病院整形外科顧問

⽇本整形外科学会専門医・脊椎脊髄病医・スポーツ医

⽇本脊椎脊髄病学会脊椎脊髄外科指導医

⽇本リハビリテーション医学会認定臨床医

病院⻑（病院管理者）　徳島⼤学（Ｓ46）卒

⽇本⿇酔科学会専門医、 ⿇酔科標榜医、徳島県医師会常任理事、救急災害委員⻑

⽇本⿇酔科学会「⼭村記念賞」受賞、⽇本循環制御医学会「斎藤賞」受賞、徳島県メディカルコントロール協議会会⻑、徳島県総括災害医療コーディネーター

読売新聞社「医療功労賞」受賞、徳島県知事表彰 ( 救急医療 )、救急医療功労者厚⽣労働⼤⾂表彰、救急功労者総務⼤⾂表彰

神⼭ 有史　KOHYAMA  Arifumi

副院⻑　聖マリアンナ医科⼤学 （Ｓ56）卒 

⽇本泌尿器科学会専門医・指導医、⽇本透析医学会専門医・指導医、⽇本化学療法学会抗菌化学療法指導医、⽇本性感染症学会認定医

⽇本緩和医療学会緩和医療認定医、インフェクションコントロールドクター(ICD)認定医、⽇本がん治療認定医機構がん治療認定医

濱尾 巧　HAMAO  Takumi

診療部泌尿器科部⻑　徳島⼤学  （Ｈ 7）卒

⽇本泌尿器科学会専門医・指導医、 ⽇本透析医学会専門医・指導医

⽇本がん治療認定医機構がん治療認定医

⽇本医師会認定産業医、⽇本化学療法学会抗菌化学療法認定医・指導医

中逵 弘能　NAKATSUJI  Hiroyoshi

非常勤医師　徳島⼤学 （Ｓ57）卒　徳島⼤学泌尿器科 教授

⽇本泌尿器科学会専門医・指導医、 泌尿器腹腔鏡技術認定医

⽇本内視鏡外科学会技術認定医 、⽇本透析医学会専門医・指導医

⽇本性感染症学会認定医、泌尿器ロボット⽀援⼿術プロクター認定医

⽇本がん治療認定医機構がん治療認定医

⾦⼭ 博⾂ KANAYAMA  Hiro-omi

非常勤医師　徳島⼤学  （Ｈ16）卒

徳島⼤学病院泌尿器科

⽇本泌尿器科学会専門医・指導医

楠原 義⼈ KUSUHARA  Yoshito　

非常勤医師　弘前⼤学  （Ｈ 8）卒

徳島⾚⼗字病院腎臓内科 

⽇本内科学会総合内科専門医・指導医

⽇本腎臓学会腎臓専門医・指導医、 ⽇本透析医学会専門医

松浦 元⼀ MATSUURA  Motokazu　

非常勤医師　徳島⼤学  （Ｈ22）卒

徳島⼤学病院腎臓内科 

⽇本内科学会認定内科医

⽇本透析医学会専門医

上⽥ 紗代 UETA  Sayo

診療部泌尿器科副部⻑　徳島⼤学  （Ｈ12）卒

⽇本泌尿器科学会専門医・指導医

⽇本透析医学会専門医・指導医

⽇本化学療法学会抗菌化学療法認定医

榊  学　SAKAKI  Manabu　

FUJINO  Ryozo
非常勤医師　徳島⼤学 （Ｓ48）卒

⽇本外科学会専門医・指導医

⽇本消化器外科学会認定医・指導医

⽇本内視鏡外科学会技術認定医

藤野 良三

非常勤医師　徳島⼤学 （Ｈ 5）卒 

徳島⾚⼗字病院循環器内科部⻑

⽇本循環器学会専門医

⽇本内科学会認定内科医

⾼橋 健⽂ TAKAHASHITakefumi

NAKAI  You
非常勤医師　⾼知⼤学 （Ｈ 19）卒 

医療法⼈中井医院

⽇本内科学会総合内科専門医

中井 陽

(2020.04.01 現在 )外来および⼿術担当医師プロフィール紹介

診療部部⻑　徳島⼤学（Ｓ62）卒

⽇本泌尿器科学会専門医・指導医

⽇本泌尿器科学会・⽇本泌尿器内視鏡外科学会

泌尿器腹腔鏡技術認定医

⽇本がん治療認定機構がん治療認定医

村上 佳秀　MURAKAMI  Yoshihide

非常勤医師　徳島⼤学  （Ｈ22）卒

徳島⼤学病院泌尿器科

⽇本泌尿器科学会専門医

⼤⾖本 圭 Daizumoto  Kei

非常勤医師　徳島⼤学  （Ｈ29）卒

徳島⼤学病院腎臓内科

清⽔ 郁⼦ SHIMIZU  Ikuko　

TSUDA  Megumi　

非常勤医師　徳島⼤学  （Ｈ20）卒

徳島⼤学病院泌尿器科

⽇本泌尿器科学会専門医・指導医

津⽥ 恵
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1977。 昭和 5「) 徳島市 万町中津浦 創立

 外科 整形外科中心 診療 行う

1980。 昭和 55) 機能訓練室増築

1990。 成 0「) 個人病院 医療法人

 法人名 尽心会 命名

 理事長 院長亀井英文

1994。 成 06) 泌尿器科開設 透析室 設 人工透析開始

「004。 成 16) ISO 9001 認証

 徳島市 万町寺山 移転 現病院開院

「005。 成 17) 「005 徳島市街 イン賞 受賞

「010。 成 「「) 次世代育成支援対策推進法 マ ク認定

「011。 成 「」) 日本医療機能評価機構 づごち.6.0 認定

 神山有史院長就任

 電子 ス ム更新

「015。 成 「7) 亀井一成理事長就任

「016。 成 「8) 日本静脈経腸栄養学会 NST 稼働施設認定

 日本医療機能評価機構認定更新 」ちこ.づごち.1.1

 研修棟増築

「017。 成 「9) 日本麻酔科学会麻酔科認定病院認定

 電子 ス ム更新

「018。 成 」0)  ）P（ 対象病院

日本泌尿器科学会泌尿器科専門医拠点教育施設

日本透析医学会専門医制度認定施設

日本麻酔科学会麻酔科認定病院

日本緩和医療学会認定研修施設

協力型臨床研修病院

日本臨床栄養代謝学会 NST 稼働施設

ISO 9001 認証

日本医療機能評価機構認定

一般病棟入院基本料 急性期一般入院料 1 7 対 1看護

次世代育成支援対策推進法 マ ク認定

情報 開 ベ 優良医療施設

         1. 患者 自立性尊重 。 自己決定権 ) 原則

         「. 患者 最大限利益 原則

         」. 患者 危害 加え い う 行動 原則

         4. 患者 医療 等 提供 原則

沿⾰

歴史

施設認定

学会認定等

わ 日常診療 発生 倫理的課題 い

次 掲 医療倫理 4原則 い 対応 い

31⻲井病院　 病院案内

1. 良質 全 医療 受 権利 あ

「. 人格や医療 対 価値観 尊重

」. 患者 希望や意見 述 権利 あ 希望 い医療 拒否 権利 あ

  他院 医師 意見 。セ ンド ピニ ン ) 求

4. 医療 い 理解 や い言葉や方法 納得 十 説明 情報提供 受 権利 あ

5. 十 説明 情報提供 受 うえ 治療方法 自 意志 選択 権利 あ

6. 診療 過程 得 個人情報 権利 あ

7. 治験や研究途上 あ 医療 関 そ 目的や危険性 い 十 説明 受 うえ

  そ 医療 受 う 決 そ 医療 途中 や

患者さんの権利

1. 適 医療 提供 患者 自身 健康 関 情報 正確 知 せい

「. 医療 関 説明 受 理解 場合 納得 聞 い

」. 治療上必要 い 治療 受 い 不 感 知 せ い

4. 患者 適 医療 受 他 患者 迷惑 い う 配慮 い

患者さんの責務


